
令和６年度 第１回市川市スポーツ推進審議会 

 

次 第 

 

日 時：令和６年 11 月 21 日（木） 

  午後１時 15 分～午後 3 時 00 分 

会 場：第 1 庁舎 5 階 研修室 

 

1． 議 案 

    議案第 1 号 会長・副会長の選任について 

    議案第 2 号 第 2 期 市川市スポーツ推進計画の進捗について 

 

2． 報 告 

報告第 1 号 塩浜 2 丁目市有地活用事業について 

報告第 2 号 学校部活動地域移行の進捗について 

報告第 3 号 国府台公園野球場の名称について 

 

 

 

【配付資料】 

（資料 1）【議案第 2 号】第 2 期 市川市スポーツ推進計画の進捗について 

（資料 2－1）【報告第１号】塩浜 2 丁目市有地活用事業について 

（資料 2－2）【報告第１号 参考資料】塩浜 2 丁目市有地活用事業について 

（資料 3）【報告第２号】「学校部活動地域移行の進捗」について 

（資料 4）【報告第３号】国府台公園野球場の名称について 

 

 

 



【議案第2号】第2期　市川市スポーツ推進計画の進捗について 令和6年度　第1回　市川市スポーツ推進審議会【資料1】
令和6年11⽉21⽇（⽊）
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1 スポーツ推進事業 各種イベント及びスポーツ教室を公益団体と共催し開催 スポーツ部 スポーツ
推進課 11,258,000円

イベント等の
実施事業数
45事業

未確定
46事業

11,258,000円
46事業 11,258,000円

イベント等の
実施事業数
46事業

◎ ○ ○ ○ 100.0%

2 スポーツ協会
補助⾦交付事業

県⺠体育⼤会、市⺠体育⼤会などを通じて、競技⼒の向上や
市⺠のスポーツ振興 スポーツ部 スポーツ

推進課 10,080,000円 6事業の実施 未確定
6事業の実施

9,348,000円
6事業の実施 10,080,000円 6事業の実施 ◎ ○ 100.0%

3 スポーツ推進委員
活動事業

市主催事業開催に協⼒し、スポーツ推進のためのコーディネー
ター及び推進役として活動 スポーツ部 スポーツ

推進課 4,149,000円

市主催事業への
推進員参加
延べ⼈数
1,700⼈

未確定
1,634⼈

3,759,428円
1,879⼈ 4,314,000円

市主催事業への
推進員参加
延べ⼈数
1,800⼈

◎ ○ ○ ○ ○ 100.0%

4 市⺠スポーツ振興事業 市⺠が各種スポーツを通じて、健康保持、増進意欲及び活動
意識の⾼揚を図ることで、スポーツ実施率の向上 スポーツ部 スポーツ

推進課 2,260,000円 実施事業数
6事業

未確定
6事業

2,126,668円
6事業 3,840,000円 実施事業数

6事業 ◎ ○ ○ ○ 100.0%

5 健康スポーツ教室事業 市⺠の健康づくりやスポーツに親しむ機会を提供するため各種健
康スポーツ教室の実施 スポーツ部 スポーツ

施設課 672,000円
健康スポーツ教室の

開催
108回

672,000円
112回

672,000円
112回 1,128,000円

健康スポーツ教室の
開催
188回

◎ 100.0%

6 こども館運営事業 ⼦どもの⼼⾝の成⻑のため、⼩学⽣以上を対象に、⾝近で卓
球などの軽スポーツを楽しめる場を提供 こども部 こども施策課 76,000円 軽スポーツ参加⼈数

33,900⼈

44,975円
31,412

（1⽉末時点）

36,810円
43,169⼈ 67,000円 軽スポーツ参加⼈数

33,900⼈ ◎ ○ 100.0%

7 地域介護予防
活動⽀援事業

住⺠団体が⾝近な場所で主体的に⾏う「市川みんなで体操」
の新規⽴ち上げや活動の継続を⽀援するもの 福祉部 地域包括

⽀援課 22,000円 ― 22,000円
―

16,384円
― 8,000円 ― ◎ 100.0%

8 市川市健康
ポイントAruco

「歩く」こと、「測る」ことに健康ポイントArucoを付与することで、
市⺠が⾃分の健康データを意識し、健康的な⽣活習慣を送る
ことができるよう⽀援するもの

企画部 健康都市
推進課 4,328,000円 Aruco参加者数

5,000⼈
4,481,837円
4,250⼈

4,482,005円
4,298⼈ 5,595,000円 Aruco参加者数

7,000⼈ ○ ◎ ○ 85.9%

9 部活動地域
指導者協⼒事業

児童⽣徒の活動欲求に応えるため、専⾨的な指導⼒を備えた
指導者を必要とする学校に対し、地域指導者の指導

学校
教育部 保健体育課 1,500,000円

部活動地域指導者に
よる部活指導
毎⽉4回

1,405,000
部活指導　⽉4回

1,405,000
部活指導　⽉4回 1,500,000円

部活動地域指導者に
よる部活指導
毎⽉4回

○ ◎ ○ ○ ○ 100.0%

10 夢の教室関連事業 市内の全市⽴⼩・中・特別⽀援学校へ現役スポーツ選⼿をや
OB、OGを派遣し、⾃らの体験をもとに夢の教室を開催 スポーツ部 スポーツ

推進課 6,594,000円 教室の実施回数
61回

5,497,300円
61回

5,732,117円
61回 6,596,000円 教室の実施回数

61回 ○ ◎ 100.0%

11 ヘルシースクール推進事業

新体⼒テストの総合得点によりA段階の場合は県から県運動能
⼒証が交付され、またB段階では市より市運動能⼒証を交付す
ることから、多くの⼦どもたちがその受証を⽬指し、体⼒向上に向
けた意欲付けを⾏う。

学校
教育部 保健体育課 ―

県・市運動能⼒証の
交付数
6,500枚

―
6,536枚

―
6,536枚 ―

県・市運動能⼒証の
交付数
6,500枚

◎ 100.0%

12
スポーツ⼤会等
派遣参加費⽤
補助⾦

全国⼤会への出場や国際交流を⽬的とした⼤会などに派遣す
る費⽤の⼀部を助成することで、競技⼒向上及びスポーツの振
興

スポーツ部 スポーツ
推進課 3,150,000円 ― 3,350,000円

―
3.350,000円

― 3,150,000円 ― ◎ 100.0%

13 競技⼒向上推進事業
トップアスリートとのスポーツを通じた触れ合いにより、国内外で活
躍するトップアスリートを育成 スポーツ部 スポーツ

推進課 1,035,000円 強化競技数
2競技

未確定
2競技

527,986円
2競技 952,000円 強化競技数

2競技 ◎ ○ 100.0%

14 スポーツ協定関連事業

スポーツ振興のほか、⻘少年の健全育成、地域振興等を⽬的
として連携協定等を締結し、市⺠がトップレベルスポーツに触れ
る企画を創出するだけでなく、スポーツへの興味関⼼の向上や、
地域活性化、本市のPRと愛着の醸成につなげる。

スポーツ部 スポーツ
計画課 200,000円

スポーツ観戦イベント
の開催数
4回

200,000円
6回

200,000円
6回 300,000円

スポーツ観戦イベント
の開催数
5回

○ ◎ ○ ○ ○ 100.0%

15 公園施設維持管理事業 快適性の向上及び魅⼒ある公園を適切に維持管理 街づくり部 公園緑地課 1,000,000円 ― 1,000,000円
―

1,000,000円
― 1,000,000円 ― ◎ 100.0%

16 学校施設開放事業 市⺠のスポーツ及び⽂化活動の振興 学校
教育部

学校地域
連携推進課 2,301,000円 開放校

全55校
2,301,000円

53枚
2,253,494円

53校 2,418,000円 開放校
全55校 ○ ◎ 96.3%

数値⽬標
達
成
率
︵
概
算
︶

重点事業（推進計画にて重点、先導的に取り組むべき施策）

No 事業名 事業概要 所管部 所管課 事業費 数値⽬標事業費事業費　確定値
数値⽬標　確定値

事業費　暫定値
数値⽬標　暫定値



【議案第2号】第2期　市川市スポーツ推進計画の進捗について 令和6年度　第1回　市川市スポーツ推進審議会【資料1】
令和6年11⽉21⽇（⽊）
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数値⽬標
達
成
率
︵
概
算
︶

重点事業（推進計画にて重点、先導的に取り組むべき施策）

No 事業名 事業概要 所管部 所管課 事業費 数値⽬標事業費事業費　確定値
数値⽬標　確定値

事業費　暫定値
数値⽬標　暫定値

17 スポーツ指導者育成事業
スポーツ振興と競技⼒向上及び⽣涯スポーツ社会の実現を⽬
標とし、市川市公認スポーツ指導者養成講習会を開催 スポーツ部 スポーツ

推進課 1,123,000円
市公認スポーツ
指導者数
372⼈

556,254円
383⼈

598,754円
363⼈ 810,000円

市公認スポーツ
指導者数
415⼈

○ ◎ 100.0%

18 スポーツ施設管理運営事業
市⺠の健康維持と地域スポーツ活動の発展のために、⾝近でス
ポーツを楽しめる施設を提供 スポーツ部 スポーツ

施設課 254,689,000円 利⽤者数
476,000名

222,689,000円
476,000

202,172,750円
444,100名

225,193,000
円

利⽤者数
500,000名

　 ◎ 100.0%

19 市⺠プール管理運営事業

市⺠のスポーツ振興と体⼒づくりの推進を図るとともに、市⺠⽣
活の向上のため、⼦供から⼤⼈まで泳げる憩いの場として利⽤
できる総合プールを提供

スポーツ部 スポーツ
施設課 68,401,000円 利⽤者数

70,000名
63,401,000円
68,375名

66,158,988円
68,375名 61,184,000円 利⽤者数

70,700名
　 ◎ 97.6%

20 運動広場管理運営事業

地域で運動のできる場を提供することにより、地域住⺠も含めた
スポーツ活動の場として提供するとともに、⻘少年ん、⼀般市⺠
のスポーツ推進に寄与する

スポーツ部 スポーツ
施設課 12,488,000円

修繕等整備件数
（委託・原材料費含む）

44件

12,488,000円
44件

11,216,451円
62件 12,973,000円

修繕等整備件数
（委託・原材料費含む）

44件
◎ 100.0%

21 市⺠キャンプ場管理運営事業 キャンプ、レクリエーションなどの活動を⾏う施設を提供 スポーツ部 スポーツ
施設課 4,078,000円 利⽤者数

1,800名
4,078,000円
2,127名

5,671,214円
2,297名 4,727,000円 利⽤者数

2,200名 ◎ 100.0%

22 スポーツ施設等備品購⼊事業 スポーツ拠点施設に、より充実した運動⽤具を提供 スポーツ部 スポーツ
施設課 2,400,000円 購⼊件数

8件
2,400,000円

14件
2,274,250円

16件 2,400,000円 購⼊件数
8件 ◎ 100.0%

23 スポーツ施設整備改修事業
「安全・安⼼」な施設を提供するとともに、スポーツ拠点施設の
再整備・充実による競技⼒向上及びスポーツ機会の創出 スポーツ部 スポーツ

施設課 94,500,000円 整備件数
10件

83,030,000円
10件

77,143,452円
11件 35,760,000円 整備件数

7件 ◎ 100.0%

24 国府台公園再整備事業
国府台公園における公園及びスポーツ施設としての機能回復、
課題解消を図り、スポーツに親しむ施設を提供 スポーツ部 スポーツ

推進課 542,240,000円 ⼯事進捗率
100％

未確定
100％

494,088,100円
100％

2,413,630,000円
(当初＋繰越額）

⼯事進捗率
100% ○ ◎ 100.0%

25 北東部スポーツ施設整備事業

市⺠プール周辺地において、⽼朽化への対応や幅広いニーズに
応える施設として再整備を⾏い、市⺠の体⼒増進や健康づくり
への活⽤を図るもの。令和5年度、6年度はJ:COM北市川ス
ポーツパークの隣接地にバスケットコートとスケートパークを整備す
るもの。

スポーツ部 スポーツ
推進課 2,000,000円 ― 660,000円

―
660,000円

― 49,807,000円 ― ◎ 33.0%

26 スポーツ推進団体補助⾦
⻘少年の健全育成及びそれらを推進する団体を⽀援することで
スポーツの推進 スポーツ部 スポーツ

推進課 760,000円 ― 760,000円
―

760,000円
― 760,000円 ― ○ ◎ 100.0%

27
総合型地域
スポーツクラブ
育成事業

新規クラブ設⽴に向け準備を進めるとともに、総合型地域スポー
ツクラブがクラブとして⾃⽴し、⾃主運営できるよう多⽅⾯から⽀
援するもの。

スポーツ部 スポーツ
推進課 1,200,000円 市内クラブ数

5団体
未確定
5団体

678,266円
5団体 2,400,000円 市内クラブ数

5団体 ○ ○ ○ ◎ 100.0%

28 スポーツに関連する情報提供業務
公式Webサイト、SNS、広報紙等の広報媒体を⽤いた、スポー
ツに関する情報や市⺠参加型のイベント情報等の発信 スポーツ部 スポーツ

計画課 ―
各スポーツ団体等の
情報発信回数

30回

―
37回

―
38回 ―

各スポーツ団体等の
情報発信回数

42回
○ ○ ○ ◎ 100.0%

29 介護予防普及啓発事業

65歳以上を対象に、講師の講話や運動を主とした介護予防講
座を開催。また、フレイル予防や通いの場に関するリーフレット配
布や市公式LINE配信等による情報発信を⾏う。

福祉部 地域包括
⽀援課 248,000円

介護予防講座の
開催数
15回

248,000円
15回

246,713円
15回 244,000円

介護予防講座の
開催数
15回

○ ◎ 100.0%

30 健康いちかわ21

⼦どもから⾼齢者まで、全ての市⺠がお互いに⽀えあいながら希
望や⽣きがいを持って豊かに⽣活できるまちの実現を⽬指し、
「健康寿命の延伸」と「健康格差の縮⼩」を基本⽬標として、市
⺠⾃らが健康づくりに取り組めるよう、庁内会議を開催し各所管
課との連携を推進していく。

企画部 健康都市
推進課 ― 庁内会議の開催数

3回
―
3回

―
3回 ― 庁内会議の開催数

4回 ○ ◎ 100.0%

31 (仮称)信篤複合施設整備事業

市川市域における原⽊中⼭駅を中⼼とした徒歩圏内エリアの発
展を⾒据え、⺠間の資⾦・ノウハウの活⽤を検討しながら、駅前
にある⽼朽化した公共施設(信篤市⺠体育館、信篤公⺠館、
信篤こども館など)の⼀体的な整備を推進するもの。

管財部 公共施設マ
ネジメント課 ― ― ― ― ― ― ◎ ー



【報告第1号】塩浜2丁⽬市有地活⽤事業について
1 検討経緯

・海の眺望を活かす機能
・⼲潟整備事業との連携機能

③年間を通して賑わいある空間の創出

④公共交通機関と近接する⽴地特性を活⽤した整備

●公共交通機関の利⽤促進
●⽴地特性を踏まえた景観の
⼀体化

②レジャープール機能の整備

●造波プール機能
●流⽔プール機能
●スライダー・すべり台機能
●⼦ども⽤プール機能
●魅⼒向上に資する機能

●気軽に⽴ち寄れる空間
●飲⾷機能
●散策機能
●憩い、くつろぎの機能
●アスレチック・レジャー機能

①海辺の⽴地特性を活かした⼟地利⽤

① 事業⼿法について

令和6年度 第1回 市川市スポーツ推進審議会 【資料2-1】
スポーツ部 スポーツ計画課

公設公営⽅式 DBO⽅式 PFI⽅式 定期借地権⽅式

概要

市の資⾦調達によ
り、施設の設計か
ら建設、運営を分
割して発注する⼿
法（従来の公共
施設の整備⼿法

市の資⾦調達によ
り、施設の設計
（デザイン）、建
設（ビルド）、運
営（オペレート）
を⼀括発注する⼿
法

PFI法に基づき、
⺠間の資⾦調達
により、経営能⼒
や技術⼒を活かし
た施設の設計、建
設、運営を⾏う⼿
法

市が公有地に定
期借地権を設定
し、⺠間事業者
が賃借した後、
建設、運営を⾏
う。⺠間事業者
は市に地代を⽀
払う

まとめ △ ○ ○ ◎

3 今後の対応内容

② 整備内容について

当該地の活⽤に関しては、原則として「定期借地権⽅式」による整備を検討

カーボンニュートラルやユニバーサルデザインのほか、地域特性（塩害等）を考慮した施設整備

＜事業背景＞
○塩浜まちづくり基本計画の策定による「賑わいのエリア」の指定
○北東部スポーツタウン基本構想の⼀部⾒直しによる、レジャープール機能の配置検討

塩浜2丁⽬市有地活⽤案として「レジャープール機能」
の移設検討

塩浜地区まちづくり基本計画 北東部スポーツタウン基本構想
北東部スポーツタウン基本構想

体育館
フィットネストレーニング
屋内プール
ジョギング ウォーキングコース
多⽬的グラウンド
レジャープール

J︓COM北市川スポーツパーク

テニスコート
多⽬的広場

レジャープール機能

塩浜2丁⽬
⇒「賑わい」エリア

レジャープール機能
⇒市内全域で再検討

2 塩浜2丁⽬市有地 整備⽅針の策定

■サウンディング（対話型の市場調査）の実施（令和5年12⽉）
レジャープール移設の可能性のほか、事業⼿法等について、事業者からの意⾒や提案を求め、参⼊意向や
課題、各種条件等を把握するための調査を実施

■パブリックコメントの意⾒をふまえた要求事項

令和6年度 ・事業者選定
【優先交渉権者の決定⇒事業者決定】

令和7年度〜 ・決定事業者による設計および建設業務

令和9年 夏頃 ・運⽤開始
※以降、⺠営のため事業者による運営



【報告第1号 参考資料】塩浜2丁⽬市有地活⽤事業について

時期 主な内容 備考

H17 塩浜地区まちづくり基本計画 策定 ・塩浜2丁⽬市有地を「賑わいエリア」として指定

H26 市川市北東部スポーツタウン基本構想の策定
北東部地域のスポーツ施設不⾜の解消や市⺠の健康保持や増進を⽬的として策定
H29︓テニスコート整備済（現 J:COM北市川スポーツパーク）
※体育館や屋内外プール等は現市⺠プールの⼟地に再整備

R4

塩浜市有地活⽤検討会 第1回︓検討会の趣旨や検討内容の共有
第2回︓事業⼿法ならびに塩浜市有地活⽤案について検討

第2期 市川市スポーツ推進計画の策定 ・市⺠アンケートの実施
⇒市⺠の「健康意識」の⾼まりが⾒られた。

R5

市川市北東部スポーツタウン基本構想の⾒直し ・市⺠アンケートの結果を受け、北東部地域には「健康」を重視した施設を整備
・現市⺠プールが有する「レジャー機能」については市内全域を俯瞰して検討

塩浜2丁⽬市有地活⽤事業におけるサウンディング調査
（対話型市場調査）の実施

・賑わい創出のアイディア収集
・レジャープール設置の可能性
・事業⼿法（定期借地権⽅式等）の意向確認

塩浜2丁⽬市有地 整備⽅針（素案）策定 ・サウンディングの結果を受け、レジャープール移設の可能性や賑わい施設の
アイディアを把握し、整備⽅針について検討

R6

塩浜2丁⽬市有地 整備⽅針（素案）パブリックコメントの実施 ・寄せられた意⾒をふまえ、施設整備全般に「カーボンニュートラル」「ユニバーサルデザ
イン」「地域特性の考慮」を追記

塩浜2丁⽬市有地 整備⽅針の公開 ・事業⼿法および導⼊機能の内容について公表

塩浜2丁⽬市有地活⽤事業 募集要項（素案）公表 ・本公募実施における課題点等の事前調査

＜塩浜2丁⽬市有地活⽤事業に関する主な経緯＞

令和6年度 第1回 市川市スポーツ推進審議会【資料2-2】
スポーツ部 スポーツ計画課



【報告第2号】「学校部活動地域移行の進捗」について

3.本市が目指す地域移行の全体像（案）

１.土日の部活動移行までのスケジュール

令和6年度 第1回 市川市スポーツ推進審議会【資料3】
スポーツ部 スポーツ計画課

２.第四中学校のモデル事業について

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度～

モデル事業検証 移行可能な中学部活動から移行開始

地域クラブ指導者の募集・登録指導者派遣システム検討

市では土日の地域クラブ活動手法として、「指導者派遣」や「委託」を検討中

A中学校
●●クラブ

B中学校
▲▲クラブ

市では国や県の指針を参考に土日の部活動完全地域移行を目指す

教職員・生徒・保護者・スポーツ団体等への説明

■ 現在の状況

① 9月より東部総合型地域スポーツクラブ主体で5つの部活を移行開始

〇 指導者確保の重要性

・ 指導者の負担が大きい（体調不良時に休めないなど）
・ 大人数の活動への対応（一人で指導できる人数に限界がある）

〇 未経験の生徒の参加を受け入れる体制づくりの必要性

・ 活動に必要な用具の用意や、既存の部活動参加者など習熟度が
違う人が入った場合の指導方法などの整理が必要

〇 費用負担に関する保護者理解の重要性

・ 保護者に対して、新たに生じる費用負担の必要性を納得して
もらえないと、地域クラブ活動への登録者が増えない

土日の地域クラブ活動を管理する組織

土日にクラブ活動をしたい生徒

指導者派遣

指導希望者

各組織に
指導者登録

■■クラブ ★★クラブ

女子
バスケ

サッカー

剣道

陸上

男子
ｿﾌﾄﾃﾆｽ

総合型地域
スポーツクラブ

陸上

野球

男子
ｿﾌﾄﾃﾆｽ

女子
バレー

男子
バスケ

女子
バスケ

美術吹奏楽

華道

剣道

茶道

パソコン

女子
ｿﾌﾄﾃﾆｽ

サッカー

現在の部活動

地
域
移
行

■ 見えてきた課題等

これらの課題を踏まえて、持続可能な推進体制を構築する

・希望申請・登録
・会費支払い

総合型地域
スポーツクラブ 等へ委託



【報告第3号】国府台公園野球場の名称について

令和6年度 第1回 市川市スポーツ推進審議会【資料4】

スポーツ部 スポーツ推進課

３ 愛称について

・ 慣れ親しまれた「国府台球場」をグレードアップして名称を「国府台スタジアム」とした。

・ 施設名称による歴史の継承と発信を企図し、市民公募による愛称選定は行わない。

・ まずは「国府台スタジアム」という名称を広く周知し、浸透させ、愛着をもっていただくために、ネーミン

グライツによる命名権移譲も当面の間は行わない。

1 国府台公園野球場 の変遷

・ 昭和25年 国府台公園内に野球場がオープン 通称「国府台球場」

・ 令和２年 公園再整備計画に伴い国府台球場 解体

・ 令和３年 遺跡調査と並行して新野球場の建設開始

・ 令和７年３月 竣工

2 施設の名称

命名 「国府台スタジアム」

・ 都市公園である国府台公園内の施設には、固有の名称が無い。

（設置管理条例のある「国府台市民体育館」を除く）

・ 施設に相応しい名称を決定し、都市公園条例に位置付ける。

【命名のポイント】

・ 下総国府に由来する「国府台」という地名を地域資源として活用、市内外に発信するため

施設名称に冠する。

・ 野球だけでなく式典やイベントにも活用できる施設として球場ではなくスタジアムとする。
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